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昭和47年12月,本学附属図書館が現在地に
竣工して以来,今年はまさに10年目の年に当
る｡その間先人達の努力によって,本図書館
は着々と大学図書館としての発展を遂げた｡
その間蔵書数にしても,47年当時は約33万冊
であったのか,途中薬学部の蔵書約 2万 7千
冊が医薬大に移管されたにもかかわらず,現
在約51万冊を所蔵するという状況にある｡ し
かし本図書館の情報を学内外に報知するため
の館報は,残念ながらこれまで発行されてい
なかった｡昨年来,二神前図書館長の発案で
館報発行のことが決まり,このたび若林現図
書館長のもとで,いよいよ第1号が発行され
ることになったことは,利用者側にとって誠
に歓迎すべきことである｡ 今後図書館当事者
と利用者とが充分に意見を交換しながら,本
館報を益々意義あるものに育て上げていただ
きたい｡
さて現代の情報化社会の中における大学図
書館の果すべき機能について,われわれは多
くのことを知らされてきた｡そしていわゆる
情報図書館の名の示すように,大学図書館は
単なる図書の倉庫ではなく,氾濫する学術情
報を研究者に存分に提供できるような場でな
ければならなくなってきた｡本学の図書館も
これからはそのために本気で電算化に取組む
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方向で進みつつある｡ただ,口で電算化すると
はいっても,現状ではその道は極めて険しい｡
電算化するには図書館職員も利用者も,それ
相当に訓練されなければならない｡その訓練
もただ目的もなしにキーボー ドをたたくもの
であっては発展はあるまい｡電算化は確かに
省力という面もあるが,省力だけでその目的
は果し得ない｡省力で得られた時間を,他の
有効な仕事に振 り向けることによって,これ
まで手の届かなかった仕事をもこなすことが,
何よりも利用者へのサービスの向上につなが
るのである｡電算化によって所蔵図書の有効
な活用に資するのみならず,部外の大量の図
書文献情報を有効に活用する道も拓けてゆく
のである｡
大学図書館は最近,意欲的な若林館長を迎
えて,今後電算化の方向で進むことになるで
あろう｡ただここで申上げたいのは,単に大
型コンビュ-ターを導入しさえすれば,いき
なり情報図書館化の夢が実現するとは考えら
れないということである｡そのための第-の
要件は,図書館職員と利用者の意識の変革が
必要なのである｡ それを当面の第-目標とし
て,-歩一歩,地道な努力を絶え間なく続け
てゆ(ことが,立派な情報図書館の実現に向
っての近道であると信ずる｡
